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※按分による支出がある場合は、領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に
記入すること。
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調査研職.研修費･広聴広報費･野識|誇圃費，会議費･資糊伺鑪･資糊駆費.事務費.蹄.人件費

内 容 事務所駐車場代（ 7月分）

年月 日 令和ダ年8月乎日へ令和 年 月 日 金額 占雲"』さ‐円
込

目的 .政務活動事務所で使用する駐車場代
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累分の理由
政務活動と後援会活動
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中澤通訓 様

金 2,000円也

但し、年会脅として

上記、正に領I又いたしました。
｜

’ 清水自衛隊友の
〒424-0816

静岡市清水区真砂可3-27
ホテルクエスト清水9ドゼ

清水経済人倶楽部内
TEL. 054-365-8091 ]
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中澤通訓 様

金 5,000円也

但し、懇親会会議として

上記、正に領I又いたしました。

清水自衛隊友の＃
〒424-0816

静岡市清水区真砂可3-27
ホテルクエスト清水9階
清水経済人倶楽部内
TEL. 054-365-8091 F
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献纈A鯛I NO. 9309 P. 1

令和4年6月10日

静岡県議会議員

通訓様

清水自衛隊友の会

会長高橋明彦

｢清水自衛隊友の会」令和4年度総会の開催について

拝啓初夏の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、 日頃より当会運
営に関しましては多大なご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、当会も皆様のご協力により、無事一年間の事業を行うことができました。つき
ましては、ご多用中誠に恐縮とは存じますが、下記により総会を開催いたしますのでご
出席賜りたく宜しくお願い申し上げます。

敬具

記

令和4年7月5日 （メ1開催日

2会場 大花（清水区江尻東3‐10‐ユ3電話054-367-0087）

3次第 ・総 会 18;00～18合30

･記念講演 18:30～ユ9:15

自衛隊静岡地方協力本部本部長

一等空佐武田恭一様

テーマ『日本の防衛（仮） 」

･懇親会 19:15～20:45

※懇親会に参加される方は会費として5,000円をお願い致します。

※お手数ですが、当日年会費を集めさせていただきますのでよろしくお願い致します。

（年会費個人会員2， 000円（1口)）

※出欠席のお返事は、 6月21日(火)までにお願い致します。

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、出席人数を調整させていただく場合

もあります。

清水自衛隊友の会事務局

静岡市清水区真砂町3－27ホテルクエスト清水9階-906号室清水経済人倶楽部内

電話054-365-809ｴ（ 13時～17時) ･FAXO54-365-8098

E-mail tomonOkai@portwave.gr,jp



令和4年度（第55回）

清水自衛隊友の会通常総会

令和4年7月5日（火）

午後6時～大花

次 第

ｊ
ｊ
ｊ

総
血
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１ 会 18:00－18:30

開会

会長挨拶

議事

①議長選任

②第1号議案

①第2号議案

②第3号議案

令和3年度事業報告並びに収支決算報告承認の件

役員選任の件

令和4年度事業計画(案）

並びに収支予算(案)承認の件

⑤その他

来賓祝辞
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2．記念講演18:30-19:15

テーマ『我が国を取り巻く安全保障環境と自衛隊の活動』

自衛隊静岡地方協力本部本部長

一等空佐武田恭一様 真笥定も

櫓濁夫子｡鋤
19:15－20:45

卜

3．懇親会β

清水自衛隊友の会事務局

〒424-0816静岡市清水区真砂町3－27

ﾎﾃﾙｸｴｽﾄ清水9階-906号清水経済人倶楽部内

TEL O54-365-8091 FAXO54-365-8098

E-mail tomonokaiCportwave.gr.jp



第1号議案

令和3年度清水自衛隊友の会事業報告

､
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自衛隊広報番組「自衛TIMES☆静岡」放送番組スポンサー

エフエムしみず毎週水曜日午前10時から約10分間

毎週土曜日午前9時40分から約10分間（再放送）

自衛隊活動を知るセミナー（ 「ふれあいホール」清水区役所3階）

･講演自衛隊静岡地方協力本部長一等空佐杉谷康征氏

｢日本の防衛と災害派遣活動について」

･ライフハック実技

静岡県防衛協会及び静岡県防衛協会中・西部支部総会（書面決議）

清水自衛隊友の会令和3年度役員会及び杉谷地本本部長講演会（ﾎﾃﾙｸｴｽﾄ清水）

清水自衛隊友の会第54回通常総会（書面決議）

議事第1号議案令和2年度事業報告及び決算報告

第2号議案役員選任

第3号議案令和3年度事業計画(案)及び収支予算(案）

令和3年度静岡市入隊入校激励会事前打合せ会

(入隊入校激励会は中止となる）

第1回基地・駐屯地見学会「浜松基地見学会」

清水区興津地区連合自治会自衛隊セミナー（興津生涯学習交流館）

エフエムしみず(マリンパル)における

自衛隊静岡地方協力本部広報番組放送に関する協定



第3号議案

令和4年度清水自衛隊友の会事業計画(案）

(令和4年4月1日～令和5年3月31日）

【事業主旨】

この事、 二両は今目|の鍔3桑目的 4条（事業）を基本に各事業を計画する

1． 自衛隊と一般市民との相互理解を深め、また会員相互の連帯を図る。

2． 自衛隊、行政、 自治会及び産業界等との連携を密にして防災体制を強化するとともに、

関連団体との連絡調整を図り、地域社会に密着した活動を推進する。

3．会員、市民への防衛防災に対する啓蒙を図るため、各種講演会等を行う。

4.財務関係の適正化を図るため、会員の増強及び団体･特別会員の加入促進を

積極的に、関連団体との連絡調整を図り、地域社会に密着した活動を推進する。

【事業内容】

1.自衛隊行事への協力

2.清水港へ入港自衛隊艦船への協力

3.静岡出身自衛隊入隊者激励会への

4.清水自衛隊家族会への協力

5.静岡県防衛協会主催静岡音楽祭5.静岡県防衛協会主催静岡音楽祭協賛

6.自衛隊広報活動への協力

エフエムしみず 「自衛TIWS☆静岡」番組スポンサー

静岡地方協力本部広報室制作協力

毎週水曜日午前10時から約10分間

毎週土曜日午前9時40分から約10分間（再放送）

7.陸・海・空自衛隊基地への表敬訪問（清水みなと祭りと合同）

8.第73回清水みなと祭り自衛隊協力予定8月5日～7日

9.清水みなと祭り自衛隊歓迎懇談会8月6日

(1a題池“

／

月17日～19日予定）歓迎行事等の協力と壁逃…Lg1

11.防衛防災を中心とする事業趣旨に謡われた講演・見学会の企画・実施等の活動

中止された1広大防止の鶉ルス感』今期はコロナ の実施していたが列左

陸上自衛隊富士総合火力演習見学会吟、玖陰L’

6



第3号議案

令和4年度清水自衛隊友の会収支予算書(案）

令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

単位:円 一印:減額◆収入の部

ｒ

U

◆支出の部

※科目間の流用を認める

7

エ､I

目や＋ 4年度予算額 3年度予算額 前年対比額 摘 要

会 費 820,000 898,000 -78,000
2.000×100q(個人）

5‘000×14口(団体)、10,000×55口(法人）

事業収入 700,000 204,000 496‘000 講演会､艦船入港歓迎会､基地見学会会費他

諸 収 入 1,967 1 ,284 683 預金利息

繰 越 金 660,033 320,716 339,317

今 二U
ロ 同T 2,182,000 1,424,000 758,000

科 目 4年度予算額 3年度予算額 前年対比額 摘 要

総 会 費 400,000 0 400,000 総会費用

会 議 費 30,000 20,000 10，000 役員会費用

事 業 費 1,000,000 900,000 100,000 FMしみず自衛隊広報協力費用､入港歓迎会､基地見学､協賛金他

通 信 費 100,000 100,000 0 切手･郵送代

事 務 費 140,000 140,000 0 事務委託料､振込手数料､事務用品､HP管理費用

予 備 費 512,000 264,000 248,000

△、 ・二0
口 同T 2,182,000 1,424,000 758,000
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支出証拠書
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領収書金額(a) 1 露分率(b) ｜政務活動費支出額(a×b)案分の理由

政務活動と私用で案分

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及U政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。 ． ． ．

整理番号

経費項目 調査研究費･研修費･"輔広報費･努鞭|靜圃費･会議費･質料ｲ鰄費･資糊駆費．犀罰･蒻銅漬･人件費

内 容 自動車ﾘｰｽ料（'7月分）

年月 日 令和舞う月声&日ペ令和 年 月 、日 金額 ﾀﾘz､壁円

目的 政務活動に必要な鰯車‘のﾘｰｽ

使途

関連性

く領収書貼ｲ寸枠＞

、

|型_坐二QZ二型

睡錘翻二ご遡龍鷲

半年卒月整理番号李一？参照

言？/D 円
1／2

％ 享喫丘．円
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整理番号 ｜ クヘ

支出証拠書
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※按分による支出がある場合は、領収書等の金額､按分率及ひ政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。 ． ．

経費項目 調査研ｦ蹟･研修費･広聴E潮費･霊調識鱸･会議費･資料l鰔費･資料購入費･匿罰･詞緬費･人件費

内 容 ｺピｰ機ﾘｰｽ料(7月分）

年月 日 令和ダ年フ月7日へ令和 年 月 日 金額 4,968円

目的 政務活動に必要なコピー機のリース

使途

政務活動．

県政との

関連性

、YEHX言只白1､｣1千〃

卓 ■ ■ ■ , ■ ■ ロ ト

&

2404-07-191

陥卸諏軒~手;~引謝： ‐
_画=…=ゴロ画一--画西きち争芭ﾛ ｡｡｡■･』一画･ ﾛﾛロ当=． ．-一七■ロー ーム ｡』･ ~~←

緊分

政務

の理由

活動と後援会活動

で緊分

領収書金額(a)

9,936 円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

4,968円
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支出証拠 書
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※按分による支出がある場合は、領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当桶に

記入すること。

淫宙万一

経費項目 調査職費･研修費広聴広報費･雰融|誇勵費･会議費･資糊鰄費･資料購入費･霊･藷翻漬･人件費

内 容 携帯琴舌代(au 6月請求分）

年月 日 令和午年7月／/日~令和 年 月 日 金額 参_§3上､円

目的 政務活動に使用す~る携帯電話代

使途

政務活動.

県政との

閏声,吐／

’
一

｜ －

ご利用明細書
平素は当社のカードをご利用いただき誠|こありがとうございます｡今月分の｢ご利用明細｣をご案内申しあげます。
語弓I=nl車へのご入余|ま､お支払日の前日(金融機関営業日）までにお願いいたしま壷
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様式第1－1号

使途項目 サーチキー
支出証拠書

E匝一｢5~｢5~｢Z1
日・議員氏宅

露

割月壊購

f

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。

整国雲号 ｜｜ クーァ＜

経費項目 調査研究費･研修費･唖重圖･要調詩働費･会議費･資料{鰔費･資料購入費.事務費.謡銅漬.人件費

内 容 ホームぺｰジ管理･更新料（ ワ月請求分）

年月 日 令和芋年7月/2日~令和 年 月 日 金額 /3DOo円
Q

目.的 県政関係の情報や政務活動の情報を報告する。

使途 ホームページ管理･更新料

関連性

ホームページを通じ、県政の情報や政務活動の状況を広く県民に報告する。

累分の理由
全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

/､〕､〃"0 円

案分率(b)
／

100％

政務活動費支出額(a×b)
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様式第1－2号

’

支出証拠書（各種団体会費）

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 中澤通訓）伽

経費項目 範垂参 研修費

内 容 (恂外!|奄勢言局童冷昼餐

年月 日 令和､L年7月/垣~令和さ-年3月､3/日
’･

金額 /"9,宮zうり円

戸司会の趣旨．

目 的

ー■ ■宇 5 L ﾛ守一で ■ ■一■ ー ■ ■ F 甲 三 ■ ■ ー =

分析および調査を行うとともに、地或社会と産業の健全な発展に寄与すること。

会の活動

内容等

山講演会等の閉1匡凶国内外の情勢につい~〔の‘|官報、負才斗の収乗石よU､覗宜凹収宗し/こ

情報、資料の翻訳、分析､編集、酉姉④情報、資料の収集、分析および調査の委託

⑤図書等の刊行⑥会員相互の交流と健全な発展に資する事業

政務活動。

県政との

関連性
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〒424-0828

静岡県静岡市清水区千歳町7－18

｜

静岡県議会議員
中澤通訓様

お客様番号一~■■■
I

振込人名の先頭に請求番号を入力して下さい。
送金手数料はお客様負担でお願

発行責任者事務局長

1事務担当者東京事業推進部長

|下記振込先名義人 「一般社団

内容の問合せは右記まで。

連絡先 03-3546-7021

連絡先 03-3546-7037

査会シヤ)ﾅｲｶﾞｲｼﾞﾖｳｾｲﾁﾖｳｻｶｲ下記振込先名義人 「一般社団法人内外情勢調査会
郵便局又は、下記の金融機関へお振り込み下さい。
|振替口座 00120-3-45104

みずぼ銀行 内幸町営業部 普通

1 －

」

1589936

’

▼

岡
澤

請求金額 4B"50OF
]O円存合す?)

■この件についてのお問合せは、 静岡総局
▲

までお願い致します。 (TELO54-252-1823)

請求日

請求番号 2550149

会費
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第1章総則一般社団法人

内外情勢調査会

内外情勢調査会について
内外情勢調査会とは
懇談会情報について
支部･担当事務局一覧
入会案内
懇談会情報
全国懇談会開催実績
WEB支部懇談会開催実績
首長講演報告
講師紹介
会員専用ページ
会報誌｢｣2TOP」
支部懇談会開催日程
支部懇談会今月の講師
会員サービスFAQ
会員向け動画サービス．
会員システムにご自身でパスワードを登録された会員の方
全国懇談会動画
WEB支部懇談会動画
ハガキ.会報誌掲載の|D/パスワードをお使いの会員の方
全国懇談会動画
WEB支部懇談会動画
お知らせ

個人情報保護について
コメントライナー
業務･財務関連資料
公式Facebook
公式Twitter

トップページ＞業務･財務関連資料＞定款

(名称）

第1条この法人は､一般社団法人内外情勢調査会と称する。

(事務所）

第2条この法人は､主たる事務所を東京都中央区に置く。

2 この法人は､理事会の決議により､従たる事務所を必要な地に置くことができる｡これを変

更又は廃止する場合も同様とする。

第2章目的および事業

(目的）

定款
第3条国内外の情勢について､国民の知識の向上と理解の増進を図り､国内外の情報の収

集､分析および調査を行うとともに､地域社会と産業の健全な発展に寄与することを目的とす

る。
昭和29年12月1日設立

昭和30年2月4日許可

平成15年11月1日改定

平成24年4月1日改定

令和3年6月30日改定

令和4年6月29日改定

(事業）

第4条この法人は､前条の目的を達成するため次の事業を行う。

(1)講演会等の開催



(2)国内外の情勢についての情報､資料の収集および調査

(3)前号にて収集した情報､資料の翻訳､分析､編集､配布

(4)前2号の委託および受託

(5)図書等の刊行

(6)会員相互の交流と健全な発展に寅する事業

(7)その他この法人の目的達成に必要な事業 ・

2前項の事業は､日本国内および海外で行う。

2会長は､前項の申込みを受けたときは､入退会規程に基づき､当該申込みを承認するズ

かを決定し､決定後速やかに結果を本人に通知するものとする。

(会費）

第7条会員は、この法人の活動に必要な経費に充てるため､総会において定める一般朴団洪

人内外情勢調査会会費規程(以下｢会費規程｣という｡)に基づき､会賢を支払わなければならな

い｡ただし､名誉会員は会費規程により､会費の支払を免除されることがある。

第3章 会員

(会員の特典）

(種別）

第8条会員は､この法人が開催する講演会等を聴講する資格を有し､この法人が提供する資

料等の配布を受けることができる。
第5条この法人に次の会員を置く。

(1)正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人､法人又は団体

(2)一般会員 この法人の事業に参加することを主たる目的として入会した法人､団体又は

個人

(3)名誉会員 この法人に功労のあった者又は学職経験者で会長が承認した者

(任意退会）

第9条会員は､入退会規程に基づき､所定の期日までに退会届を提出することにより､退会す

ることができる｡ただし､定款第ユ2条第2項の規定により､既に支払われた会費は理由の如何を

問わず一切返還しないものとする。

2前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人および一般財団法人に関する法律(以下

｢一般社団･財団法人法｣という｡)上の社員とする。

(除名）(入会）

第10条会員が次の各号の一に該当するときは､総会において総正会員の半数以上であっ

て､総正会員の議決権の3分の2以上の議決を得て､これを除名することができる。 (1)この定

款その他この法人の規程･規則に違反したとき

(2)この法人の名誉をき損し又はこの法人の目的に反する行為をしたとき

(3)その他除名すぺき正当な事由があるとき

第6条この法人の正会員および一般会員になろうとする者は､総会において定める一般社団

法人内外情勢調査会入退会規程(以下｢入退会規程｣という｡)に基づき､入会申込書を会長に

提出して､会長の承認を得なければならない。



(権限）2 前項の規定により会員を除名しようとする場合は､当該会員にあらかじめ通知すると

に､除名の議決を行う総会において､当該会員に弁明の機会を与えなければならない。

第14条総会は､次の事項について決議する。

(1)会員の除名

(2)理事､監事の選任又は解任

(3)理事および監事の報酬等の額

(4)貸借対照表および損益計算書(正味財産増減計算書)の承認

(5)定款の変更

(6)解散および残余財産の処分

(7)その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項

(会員資格の喪失）

第11条前二条の場合のほか､会員は､次のいずれかに該当するに至ったときは､その資格を

喪失する。

(1)会費を納入せず､督促後なお会費を2年以上納付しないとき

(2)総正会員が同意したとき

(3)会員が後見開始又は保佐開始の審判を受けたとき

(4)死亡､解散又は破産したとき

(種類および開催）

(会員資格喪失に伴う権利および義務）
第15条この法人の総会は､定時総会および臨時総会とする。

2 定時総会は､毎事業年度終了後3カ月以内に開催する。

3臨時総会は､次に掲げる場合に開催する。

(1)理事会において開催の決識がなされたとき。

(2)正会員の議決権の5分の1以上の議決権を有する正会員から総会の目的たる事項および

招集の理由を示して請求があったとき。

第ﾕ2条会員がその資格を喪失したときは､この法人に対する権利を失い､義務を免れる｡た

だし､未履行の義務は､これを免れることができない。

2会員がその資格を喪失しても､既に納付した会費その他の拠出金品は､これを返還しない。

第4章総会 (招集）

第16条総会は､法令に別段の定めがある場合を除き､理事会の決議に基づき会長が招集す

る。

2会長は前条第3項第2号の規定による請求があったときは､理事会の決議を経て､諮求があ

った日から6週間以内の日を総会の日とする臨時総会の招集の通知を発しなければならない。

3総会を招集するときは､総会の日時､場所､目的である事項を記載した書面をもって､開催日

の1週間前までに通知を発しなければならない｡ただし､総会に出席しない正会員が書面によつ

(構成）

第13条総会は､すぺての正会員をもって構成する。

2前項の総会をもって､一般社団･財団法人法上の社員総会とする。

3総会における議決権は正会員1名につき1個とする。



第20条総会に出席できない正会員は､あらかじめ通知された事項について､書面又はイ

人をもって議決権を行使することができる。

2前項の代理人は､代理権を証する櫓面を総会ごとに謹長に提出しなければならない。

3第1項の規定により議決権を行使する場合は､当該正会員は出席したものとみなす。

て､蟻決権を行使することができることとするときは､開催日の2週間前までに通知を発しう

ればならない。

(議長）

(総会の決議の省略）
第エ7条総会の議長は､会長がこれに当たる。

2第15条第3項第2号の規定に基づく臨時総会を開催した場合には､出席正会員のうちから

溌長を選出する。 第21条理事又は正会員が､総会の目的である事項について提案した場合において､その提

案について､正会員の全員が雷面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは､その提

案を可決する旨の総会の決議があったものとみなす。

(定足数）

(総会への報告の省略）
第18条総会は総正会員数の過半数の出席がなければ開催することはできない。

第22条理事が正会員の全員に対し､総会に報告すぺき事項を通知した場合において､その

事項を総会に報告することを要しないことについて､正会員の全員が書面又は電磁的記録によ

り同意の意思表示をしたときは､その事項の総会への報告があったものとみなす。

(決議）

第19条総会の決議は､総正会員の識決権の過半数を有す~る正会員が出席し､出席した当該

正会員の議決権の過半数をもって行い､可否同数のときは議長の裁決するところによる。

2前項前段の場合において､議長は正会員として職決に加わることはできない。

3第1項の規定にかかわらず､次の決議は､総正会員の半数以上であって､総正会員の議決

権の3分の2以上に当たる多数をもって行う。

(1)会員の除名

(2)監事の解任 。

(3)定款の変更

(4)解散．

(5)その他法令で定められた事項

(議事録）

第23条総会の議事については､法令で定めるところにより､議事録を作成する。

2前項の議事録には､議長および出席した正会員のうちからその総会において選任された識

事録署名人2名以上が､記名押印する。

第5章役員

(書面議決等）



(監事の職務および権限）(種類および定数）

第27条監事は､理事の職務の執行を監査し､法令で定めるところにより､監査報告を作成す

る。

2監事は､いつでも､理事および使用人に対して事業の報告を求め､,この法人の業務および

財産の状況の調査をすることができる。

第24条この法人に､次の役員を置く。

(1)理事3名以上11名以内

(2)監事1名以上3名以内

2理事のうち1名を代表理事とし､2名以内を一般社団･財団法人法に規定する業務執行理事

とすることができる。

(役員の任期）

(選任）

第28条理事の任期は､選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時

総会の終結の時までとする。

2監事の任期は､選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会の

終結の時までとする。

3補欠として選任された理事又は監事の任期は､前任者の任期の満了する時までとする。

4増員により選任された理事の任期は､第1項の規定にかかわらず､現任理事の残任期間と

する。

5理事又は監事は､第24条に定める定数に足りなくなる．ときは､任期の満了又は辞任により

退任した後も､新たに選任された者が就任するまで､なお理事又は監事としての権利義務を有

する。

第25条理事､監事は､総会の決謹によって選任する。

2代表理事および業務執行理事は､理事会において選定する。

3前項で選定された代表理事は､会長に就任する。

4理事会は､その決議によって､第2項で選定された業務執行理事より常任理事1名を選定す

ることができる。

5 この法人の理事のうち､理事のいずれか1名とその配偶者又は3親等内の親族その他法令

で定める特別の関係にある者の合計数は､理事総数(現在数)の3分の1を超えてはならない。

6監事は､この法人又はその子法人の理事又は使用人を兼ねることができない。

(理事の職務および権限）
(解任）

第26条理事は､理事会を構成し､法令およびこの定款で定めるところにより､職務を執行す

る。

2会長は､法令およびこの定款で定めるところにより、この法人を代表し､その業務を執行す

る。

3常任理事は､会長を補佐し､この法人の業務を執行する｡まだ会長に事故があるとき又は

会長が欠けたときは､その業務執行に係る職務を代行する。

4会長､常任理事および業務執行理事は､毎事業年度毎に4カ月を超える間隔で2回以上､自

己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。

第29条役員は､いつでも総会の決議によって､解任することができる｡ただし､監事を解任す

る場合は､総正会員の半数以上であって､総正会員の議決権の3分の2以上の議決に基づいて

行わなければならない。

(報剛I等）



第33条この法人に理事会を置く。

2理事会は､全ての理事をもって構成する。

第30条役員には､職務執行の対価としての報酬を支給することができる。

2役員には､その職務を行うために要する賢用の支払いをすることができる。

3前二項に関し必要な事項は､総会の決議により別に定めるところによる。

(権限）

(損害賠償責任の免除又は限定）

第34条理事会は､次の職務を行う。

(1)この法人の業務執行の決定

(2)理事の職務の執行の監督

(3)代表理事および業務執行理事の選定並びに解職

(4)総会の日時および場所並びに目的である事項の決定

第31条この法人は､役員の一般社団･財団法人法に定める賠償責任について､法令に定め

る要件に該当する場合には､理事会の決議によって､賠償責任額から法令に定める最低責任限

度額を控除して得た額を限度として､免除することができる。

2 この法人は､理事(業務執行理事又は当該法人の使用人でないものに限る)および監事の

間で､前項の賠償責任について､法令に定める要件に該当する場合には賠償責任を限定する

契約を､理事会の決議によって､締結する.ことができる｡ただし､その契約に基づく賠償責任の

限度額は､法令の定める最低責任限度額とする。

1

(開催）

第35条理事会は､次に掲げる場合に開催する。

(1)会長が必要と認めたとき。

(2)会長以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって会長に招集の請求が

あったとき。

(3)前号の請求があった日から5日以内に､その請求があった日から2週間以内の日を理事会

の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に､その請求をした理事が招集したとき。

(4)一般社団･財団法人法の規定により監事から会長に招集の請求があったとき､又は監事が

招集したとき。

(顧問）

第32条この法人に､任意の機関として､ユ名以上5名以下の顧問を置くことができる。

2顧問は会長の諮問に応え､会長に対し､助言し意見を述ぺることを職務とする。

3顧問の選任および解任は､理事会において決定する。

4顧問の報酬は､無償とする。

第6章理事会 (招集）

第36条理事会は､会長が招集する｡ただし､理事会を前条第3号の規定により理事が招集す

る場合および前条第4号の規定により監事が招集する場合を除く。2前条第3号の場合は当

該理事が､前条第4号の場合には当該監事が､理事会を招集する。

3会長は､前条第2号又は前条第4号に該当する場合は､その請求があづた日から5日階

(構成）



(報告の省略）に､その請求があった日から2週間以内の日を理事会の日とする理事会を招集しなければ；

ない。

4理事会を招集する場合には､会議の日時､場所､目的である事項を記載した書面をもって、

開催日の1週間前までに､各理事および各監事に対して通知しなければならない。 5前項の

規定にかかわらず､理事および監事の全員の同意があるときは､招集の手続きを経ることなく

理事会を開催す~ることができる。

第41条理事又は監事が理事および監事の全員に対し､理事会に報告すべき事項を通知した

ときは､その事項を理事会に報告することを要しない。

2前項の規定は､第26条第4項の規定による報告には適用しない。

(議事録）
(議長）

第42条理事会の議事については､法令で定めるところにより溌事録を作成する。

2 出席した代表理事および監事は､前項の識事録に記名押印する。
第37条理事会の議長は､会長がこれにあたる｡

(定足数）
(理事会運営）

第38条理事会は､理事の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。
第43条理事会の運営に関し必要な事項は､法令又はこの定款に定めるもののほか､理事会

において別に定める。

(決議）

第7章資産および会計第39条理事会の決議は､この定款に別段の定めがあるもののほか､決議について特別な利

害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し､その過半数をもって行う。

(財産の種別）

(決議の省略）

第44条この法人の財産は､基本財産およびその他の財産の2種類とする。

2 こ‘の法人の目的である事業を行うために不可欠なものとして理事会で定めた財産を基本財

産とする。

3その他の財産は､基本財産以外の財産とする。

第40条理事が､理事会の決議の目的である事項について提案した場合において､その提案

について､議決に加わることのできる理事の全員が書面又は砥磁的記録により同意の意思表

示をしたときは､その提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなすものとする｡ただ

し､監事が異議を述ぺたときは､その限りではない。



(基本財産の維持および処分） (3)貸借対照表

(4)損益計算書(正味財産増減計算書）

(5)貸借対照表および損益計算書(正味財産増減計算書)の附属明細書
第45条基本財産についてこの法人は､適正な維持および管理に努めるものとする。

2やむを得ない理由により基本財産の－部を処分又は担保に提供する場合には､理事会に

おいて､議決に加わることのできる理事の3分の2以上の議決を得なければならない。
2前項の承認をうけた書類のうち､第1号､第3号､第4号の書類については､定時総会に提出

し､第1号の書類についてはその内容を報告し､その他の書類については承認を受けなければ

ならない。

3第1項第1号から第5号の審類および監査報告(以下｢計算謬類等｣という)を定時総会の日

の1週間前の日から5年間､主たる事務所に備え置くとともに定款および正会員名簿を主たる

事務所に備え置くものとする。

4正会員およびこの法人の償権者は､計算害類等および定款について､正会員は正会員名簿

について､この法人の業務時間内はいつでも､それぞれ法令の定めるところにより閲覧等の請

求をす~ることができる。

(財産の管理・運用）

第46条この法人の財産の管理.運用は､会長が行う。

(事業年度）

(会計原則等）第47条この法人の事業年度は､毎年4月1日に始まり､翌年3月31日に終わる。

第50条この法人の会計は､一般に公正妥当と認められる公益法人の会計の慣行に従うもの

とする。
(事業計画および収支予算）

I
第48条この法人の事業計画書､収支予算書については､毎事業年度開始の日の前日まで

に､会長が作成し､理事会の決議を経て､直近の総会の承認を受け‘なければならない｡これを変

更する場合も､同様とする。 ．

(剰余金の分配の禁止）

第51条この法人は剰余金の分配は行わない。

(事業報告および決算）

第8章定款の変更､合併および解散第49条この法人の事業報告および決算については､毎事業年度終了後､会長が次の書類を

作成し､監事の監査を受けたうえで､理事会の承認を受けなければならない。

(1)事業報告

(2)事業報告の附属明細書
(定款の変更）



3重要な職員は､会長が理事会の承認を得て任免する。

4事務局の組織および運営に関し必要な事項は､会長が理事会の決識により､別に定める。

第52条この定款は､総会において､総正会員の半数以上であって､総正会員の織決権の

の2以・上の議決により変更することができる。

(合併等）
第10章公告の方法

第53条この法人は､総会において､総正会員の半数以上であって､総正会員の溌決権の3分

の2以上の議決により､他の一般社団･財団法人法上の法人との合併､事業の全部又は一部の

譲渡をすることができる。

(公告の方法）

第57条この法人の公告の方法は電子公告による。

2事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告ができない場合は､官報に掲載する

方法による。

(解散）

第54条この法人は､総会の決議その他法令で定められた事由により解散する。

第11章情報公開および個人情報の保
護(残余財産の帰属）

第55条この法人が解散等により清算するときに有する残余財産は､総会の決議により、この

法人と類似の事業を目的とする公益法人若しくは公益社団法人および公益財団法人の認定等

に関する法律第5条17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に帰属させるものとする。

(情報公開）

第58条この法人は､公正で開かれた活動を推進するため､その活動状況､運営内容､財務資

料等を積極的に公開するものとする。

2情報公開に関する必要な事項は､理事会の決議により別に定める情報公開規則による。第9章事務局

(個人情報の保護）
(設置等）

第59条この法人は､業務上知り得た個人情報の保護に万全を期すものとする。

2個人情報の保護に関ずろ必要な事項は､理事会の決議により別に定める。
第56条この法人の事務を処理するため､事務局を設置する。

2事務局には､所要の職員を置く。



第12章補則

(委任）

第60条この定款に定めるもののほか､この法人の運営に必要な事項は､理事会の決議によ

り別に定める。

一般社団法人

内外情勢調査会

お知らせ 個人情報保護方針
業務･財務関連資料

コメントライナー会員サービスFAQ

附則
〒104-8178束京都中央区銀座5-15-8時事通信ピル内

Te1.03-3546-7040
この定款は､一般社団法人及び一般財団法人に関する法律および公益社団法人及び公益財団

法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第1項にお

いて読み替えて準用する同法第106条第1項に定める一般法人の設立の登記の日から施行す

る。

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律および公益社団法人及び公益財団法人の認定

等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第1項において読み替

えて準用する同法第106条第1項に定める特例民法法人の解散の登記と一般法人の設立の登

記を行ったときは､第47条の規定にかかわらず､解散の登記の日の前日を事業年度の末日と

し､設立の登記の日を事業年度の開始日とする。

Copyrlght@一般社団法人内外憎勢鯛査会AIIRIghtsRoserved._

この法人の最初の代表理事は次に掲げるものとする。

中田正博

この法人の登記の日に就任する理事および監事は次に掲げる者とする。

理事･･･中田正博越後正人本多常雄緒方四十郎佐々淳行川島廣守曽野綾子行

天豊雄石原信雄斉藤邦彦

監事･･･永井良孝鮫島忠男

一覧へ戻る
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今
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一般社団法人

内外情勢調査会
第2条正会員および一般会員は､入会する支部により設定された次の年会費(税別)を納入し

なければならない｡

内外情勢調査会について
内外情勢調査会とは
懇談会情報について
支部･担当事務局一覧
入会案内
懇談会情報
全国懇談会開催実績
WEB支部憩談会開催実績
首長講演報告
講師紹介 ・
会員専用ページ
会報誌｢｣2TOP」
支部懇談会開催日程
支部懇談会今月の論師
会員サービスFAQ
会員向け動画サービス
会員システムにご自身でパスワードを登録された会員の方
全国懇談令勧画
WEB支部恕談会動画
ハガキ?会報誌掲城のID/パスワードをお使いの会員の方
全国懇談会動画
WEB支部懇談会動画
お知らせ
個人情報保護について
コメントライナー

業務･財務関連資料
公式FaCebook
公式Twitter

トップページ>業務･財務関連資料会賀規程
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240,000円

◆ 響...w一……….苧.……ず…､…岸.…－………. .….､金． .辱勾一〒~……ー~….~…一.テーー…~~一.一~~~~一~...一一→

| 城南､城北､東京北､銀座､東京東葛飾､新宿

| "----.-… ･---------…・

{ 204,000円
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札幌､宮城､多摩､青梅､武蔵野､八王子､横浜､横浜みなと、

千葉､さいたま､名古屋､静岡､大阪､河北､堺･泉州､大阪南、

| 東大阪､大阪ｼﾃｲ､北おおさか､京都､神戸､広島､福山､広
｛ 島中央､福岡

｜…………” ‐"…… ……‐…‐
! 192,00b円

｜ 『"“ ’ . ‘ ､"" .."~風‘... ．“.…~ , ‐－国一一~~一~鋼一・一一一F弓一一‘ー一瞬一…一一~・……‘.~､"~－

| 室蘭､苫小牧､帯広､釧路､旭川､函鰭､石巻､青森､弘前､八

|難i欝鯆鶏鴬鵲騨撚庶

|
浜松､沼津､③岳南､中東遠､志太､島田榛原､岐阜､大垣、
東濃､津､四日市､松阪､富山､石川､福井､尼崎､姫路､阪神、

I 滋賀､奈良､和歌山､呉､岡山､倉敷､鳥取､米子､松江､山口、

業務・財務関連資料会費規程

会費規程

目的

第1条この規程は､一般社団法人内外情勢鯛査会(以下｢この法人｣という｡)の定款第7条に

基づき､会費の納入に関し､必要な細則を定めるものとする。
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--般社団法人

内外情勢調査会

会員サービスFAQ お知らせ 個人情報保護方針
業務･財務関連資料

コメントライナー

〒104-81 78束京都中央区銀座5-15-8時事通信ピル内

Telo03-3546-7040

会費の納期

CoPyright⑥一般ｷ+田潅人内外恢勢叩杏今Al IRlghtsRBservBd._

第3条正会員および一般会員は､入会時および入会期間更改時の1カ月前までに､年会費の

全額を納付しなければならない｡ただし､会員が官公庁の場合に限り､会費3カ月分(年会費の

4分の1)ごとの後払いによる納付を認めるものとする。

会費の免除

第4条名誉会員の会費は免除することができる。

附則

この規程は､一般社団法人内外情勢調査会の設立の登記の日(平成24年4月1日)から施行す

る。



様式第1－2号

支出証拠書（各種団体会費）

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・中澤 通訓）

口
等地域の振興、県政の発展に役立てる。

振込金
(兼手数料） 受取書

※按分による支出がある場合は､按分の理由、領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれ
ぞれ該当桶に記入すること6

幸群
乙［コ

ャ言

経費項目 願罰莞司･研修費

内 容 静岡商工会議所異業種企業交流会会費

年月 日 》ﾑ年'7月／ 日~令和ド令和 年 月 日 金 額 10,000円

『

会の趣旨．

目 的

卜

日丁I j副0 1．JrJv〆~ ' ′』 ・エォーリン]低誇~己円Hｺｰ､宗奉l里』同Jvゾェ1ﾉ'し江人里しL･、

①情報、技術などの交換により、相互交流事業の推進

②経営意識の高揚と経営ノウハウの構築を図る。

会の活動

内容等

①情報、技術等の交換のための定例会、交流会等の開催

②新技術開発に関する講演会､研究会並びに経営研究会等の開催及び視察の実施

③その他、本会の目的達成のための事業

蕊分の理由
全て政務活動にかかる

ものである。

領収喜芋金額(a)

10,000･円

案分§ E(b)

／

100％

堅句力T口到真冬1哩醒、｡〃、Uノ

10,000円



2022年6月9日

異業種企業交流会会員各位

静
異
代

｢静岡商工会議所異業種企業交流会2022年度年会費」納入についてのお願い

拝啓時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、当交流会の事業運営にご協力いただき、厚くお礼申し上げます。

さて、去る5月27日 （金）に総会を開催し、全ての議案が原案通り承認されまし

た。

つきましては､2022年度異業種企業交流会年会費を下記の通りご請求致しますので、

､

期日までにご納入くださいますようお願い申し上げます。

敬 具

＝可

同巳

1．会費額

2．納入期限

3．振込口座

10,000円（個人会員）

2022年7月29日 （金）

静岡銀行呉服町支店（普通) Nb. 1799057

口座名義静岡商工会議所異業種企業交流会

6月23日(木)開催の視察会の案内を同封させていただきます。

ぜひともご出席くださいますよう､合わせてお願いいたします。
呵歪陣争■÷L画=守■ 貝、q 里＆恥T些弓ナF 垂司 ■&一■令二』一■典ご 哩要一年 殉呑吟ローL p- LF奇司二面■ ■夕ⅥL可 P』 口－ ． 劃 ユーーー .L h－型一q五口－ ■ b ､閂 吾b弔弓 、岱画

[お問合せ］

静岡商工会議所異業種企業交流会事務局

中小企業相談所清水支所経営二

TEL353-3402 FAX

経営支
FAX

援課l■■■
352－0405



､

静岡商工会議所異業種企業交流会規約

1条（名称） 本会は、静岡商工会議所異業種企業交流会と.いい、事務局を静岡商工会議所

清水事務所内に置く。 ． ’

本会は、下記の目的により事業を行う。2条（目的）

戸

静岡市内の中小企業の振興を目的に、異業種間の交流を通じて

①情報、技術などの交換により、相互交流事業の推進

②経営意識の高揚と経営ノウハウの構築を図る

本会は、前記の目的達成のために次の事業を行うも ．

①情報、技術等の交換のための定例会、交流会及び懇親会の開催

②新技術開発に関する講演会研究会並びに経営研究会等の開催及び視察の実施

③その他、本会の目的達成のための事業

本会の会員は、本会の主旨に賛同する静岡市内に亭業所を有する企業の経営者または

社員（事業所会員）その他役員会の承認を得た者（個人会員） とするが、各事業年度

を以って解散し、各事業年度開始と同時に新たに編成する。

3条（事業）

4条（会員）

』

2本会に特別会員、賛助会員を会員の総意により置くことができるq 』

3本会の会員は積極的に事業に参加すると共に、本会の運営にも参画していくものと

する。

5条(役員） 本会に次の役員をおく。代表幹事1名、副代表幹事若干名、幹事若干箔､会計監事1

名。役員は、各年度最初の定例会において会員の中より互選に．よって決め､ ･その任期

は1年とする。 、

6条（顧問） ． 本会に、顧問をおくことができる。顧問は、本会の目的達成について必要な事項につ．

いての諮問に応じる。

7条(助言者の蕊） ・本会にコンサルタント、技術者等の助言者を委嘱することができる。

8条（会費)． 入会金及び年会費は、役員会におい.て定める。またぎ必要と認められた場合は、代表

幹事の承認を得て、別途会費を徴収することができる。また、 ･特別会員、賛助会員の

会費は役員会に図り、会員の承認を得て定める。



9条（入会） 本会への入会は、随時受け付け、入会申込書に年会費を添えて申込む｡. . ・

10条（退会） 本会の退会は自由とする。但し、すでに支払われた年会費については返却しない。

附則 この規約は、平成22年5月26日から施行する．。

費額表(内規）会

1．事浄f会員

1事業所旦全までとし、年会費は30，000円とする。
‐旦皇を超える場合は1名あたり、ユ5, 000円を追加する｡．

2． ･個人会員

個人会員の年間会費は、 10, 000日と･する。

3．その他

会員以外の者が参加する場合、適宜､参加会費を徴収する。

、

平成20年5月28日会費改正
、

ノ

､

〃

４
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｉ
Ｊ
６
Ｄ



様式第1－1号

整理番号
Z二五］

使途項目 ． ・

虹-畠言 支､出証拠書
一

r△勘壱一 ．-,, ．一

1

１
９
９
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
Ⅱ
０
０
９
１
Ⅱ

日
□
｜
鐸
一
Ｊ

旦
一
抜

１
－
醗一税

』
〃
Ｉ
、

刃
一
蝿

ql uRIL己己ﾉこ幻，イノ同ﾉ皀

司市清水区船越3－ 0

灘．北川雪
_/FAX (054) 3

J%(税込税抜)金額 消費税韮

兇HIS八GO＃778
登録番号
一宅1 ' 塁～当主二・~

← ､｡←一二一■ 一壱些一ﾛｰｰ名全一一一一一一一ロー＝冬一一屯一一一一一ローム一一一一J一一一一二=.－ローーローー

支物盾；中澤通訓 一一丁 :一二二

文び政務活動費の支出無

経費項目

内 容

年月日
令和午年7月/さ-日~令和年 月 日 金額 ＆2”円

目的 ■ C f

． 、 ′ ノ クー一＝す｡､~と三J＝一一

使途
' (..f'/L図 ﾉ-#/1qﾉｺﾝ鑑ル卓年冷日謹福垂ニ> ､ハー壷

政務活動.

県政との

関連性

、 〃 ．､l . し篭～一事－. 1-~弓ﾐｰﾉ

ラTたか･､-早く冬垂呈‐Zj､生
~TF-(･l皇ﾒﾉ牙デ垂.へご）

ろ

案分の理由

政務活動と後援会活動

で案分

･ 領収書金額(a)

/6,”〃 円

詔ケ率(b)

/./Z ･

％

政務活動費支出額(a><:b)

8,2”円



様式第1－1号

支出証拠 書

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及〔睡務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。 ‐

整理者 :号

経費項目 調査職費･研修費･圃鉱報費･要誰|詩情鱸･会議費･畔H賊費･資料購入費･厘逼･詞銅漬･人件費

内 容 事務所電話代(NTT /) 月請求分）

年月 日 令和子年7月z輔~令和 年月 日 金 額 92/7 円

目的 政務活動に使用する事務所電話代

使途

政務活動．

県政との

関連性

、1無いEヨ〆H1 』”l子ぞ

’

蝉
沖
縄
↑
（
産
め
二
○
・
至
宝
霞
銅
）

索
旺
壽
圃
骨
皿
庖

毘
腰
朗
規
穏
酢
網
察
甥
卿

｜＜膀三制出憩昼いい＆個塀晟邑EP特{バョ3s野4唾‘{掴N匁如↓鞘』v裡剰ら｡ﾕl圏z鯰F'再+縄3s野4哩扇二目『n弾らﾉv型弛3..
Lロー■一一一＝画一一宇一一一■一■F＝■－＝｡－画＝P一一一一ローーーローロ宅一■一一一＝■■‐■■■q＝F－■勇一■－－画画一一画■一寺＝画一■■一一口画■■や■画■■P亘寺守一■＝一一一一二■画画■画一一一=

浄
嘩

の理由

活動と後援会活動

で浄

領収書金額(a)

f<f3¥円

索分率(b)
1／2

％

堅4力1口割翼エ山醒kaへUノ

&z/フ 円



様式第1－1号
I

窪番号
Lﾕｰ三正

-缶言｡:~畜菌証拠善-－－－ ’

r△-s＝八一 .-,. -

史ひ政務活動費の支出無

一

目
項
〈費経

雷雲 雪雲
目的一 ノーノ てぺ.いI雫二

'~- '－．， w.r1 !､-" "~R･L=二,｡ z一ブー<2今~‐
←

(乏

使途 砿
く- [d~rやり､ﾔｰR_,

政務活動．

県政と

関連
の
性

Ｌ
気

『
Ｌ

Ｚ
一、●

ｆ
ｌ
Ｌ
０

液
』
〃

》
季
審

単
一
毒

ド
今
し

ｎ
Ｊ
．
１
■

、

豆
些
壼

『
己
五

Ｊ

・
ぞ

一
一
帳

圭
赤
玩

一

麓
）

六

ｒ

Ｔ

蓮
鐸

〉
恥
一
一

》
認誘

い

函
、Ｌ認

や
」
Ｉ

、

子

呂臓のとおり

0

Ｌ

』

●少f U

■

喋分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

， ・ 領孵 金額(a)

/6,勉喚 円

聚分率(b)

〆 。

/ワク％

政務活動費支出額(a×:b)

/4勉傑.円



I

93
221

領嶋-No
窓口-No GIFX,KXOSK

領収書

ギフトキヨスク静岡幹線
fE[:054-654-7064

;RFNo 440101

領 収

領鴫-No
窓口-No

３
２

８

MNo 5201160

領 収

二
日

三
日

十力術ﾐ+/ｿ磯
￥730円

｢消費説等込み』
舗貫

但し､乗車識として

"R ¥l.2, 61Q円
「消費税等込み」

但し､乗車鐸自(ｸﾚジｯﾄ扱い)として

2022年7月26日（火)12:33No:0002

うなぎパイユ6本
単1,412× 2個※ ￥2,824

内税8ﾇ対象額 8.00魁 ￥2,824
内税8％ 8.00ヌ ￥209
言言十 ￥2，824
お預り ¥3,000

（消費税等 ￥209）
お釣り ￥176
※は軽減税率(8%)対象商品
取引No7554 2点買

鋤６

’ 上記鑑砿かに郷致しました

東赫雛螺：
"11用いただきましてありがとうございます

東漸雛羅：
剣用いただきましてありがとうございます

斡緬輝■

印1祇税申告納

付につき名古屋中村

説務署承認済
訂や1丁代東京駅

静確R

■現金出納社員

-斜笥←吏荒
･ｷ罐癖券(復卿7”月

、坐

毘/ザ“ｸ0円

し序”#0円

）

卜区6/り円
ノ(ｨ蕊） 自由

三耀耀嫉罰佗鷆

叉引内容:きっぷ

荒
‐
－
‐
ｌ
黍
号
間

Ｉ
JZZ年O7月26F

Jご色

決ｵお

伴口4



様式第2号

堵本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

－59－

｢

■ ■ も

〃

ｒ

県外調査概要書
､

I

: ≠午年7月24百

会派食議題急壕一,うつ､ 、 ・ ・ ・．

沖ﾗ蜂曇壼1,1
0

、

目 的
"

王潅亡芝_瘤

■

(こ、淫毫
′

咄

年月日 昼や骨7偶呈6巳
'

l

q

場 所 ;否睾_亡童ﾉｷ含曾1≠医.1章一

、

容

ﾛ

』

凸
』

内

1

筒-に濡勇尋蕊卒電肉孑韮了眞､

2応対者 童最透鼠!I犬迂丈同鉱毒_氏
●

辞牒
饗

》
》
・

う
ハ

仇
童
辱

鞭
婚
錘

》
一
一

仁
詮
譲

１
．
．
３

一
一》

句
プ

レ一

壁
タン

、

や
罐
葺
呼

内
一
キ
Ｌ乙

域
童
心二Ｍハ
ー

團
園
一
『

七
｛
“
一

・
ノ
２礎 Ｉ↓

‘衆 ‘県諾韓蘂皐逵鋤稲'｡…
雲'尋し!cgov"義弓と－L・'三，､,乙種f史ごでる

" 矛(右〕随一皇. ‘卜‘'－－る．早期の'乞食旅'逢へ
蕾必至_ﾑｰヱ色弐一↓|へ3，



様式第1－1号

零番号 ←／Z

支出証拠 書

貝収晉等の金額、按分率及ひ唖務活動善の毛

記入すること。

経費項目 調査職費･研修費･広聴広報費･要諦|靜鎌･会議費･資紺愉蹟･厩爾･事務費･事翻漬.人件費

内 容 新聞購読（朝劇間,舞湘,青銅新聞）
年月 ・日 令和“年7月29日~令和 年 月 日 ’ 金額 IQ3zろ円

『

目・的 県政､社会情勢に関する情報収集

使途 ￥年7月購読料
′

関連性
県政等の情報を収集し、議会質問や政策の参考にする。

＜河貝収晉貼1癖＞

栗分の理由

全て政務活動にかかる．

ものである。

領収書金額(a)

Io3乙3 円

笑分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

(()3乙っ＞ 円



領収証
支店区域 煩路
05 007 170
※は軽減税率対象です

恥
二 中沢 通訓

様
4 F

｜

． I ,考

円
1

】

/『

I

有限会社石原新聞店

曝電、 …"‘静岡市清水区江尻東1－1－

ご購読ありがとうございます｡本証はご保存下さい｡金額その他を訂正したものは無効です。

I

‐＝¥

中沢通訓 様二

三

三
＝

F

1

I

J光対象

ま軽減税率の

しい暑さか
パテ、熱牛
"L ､も－■ F ■

]円（内消費税 0口

二 月ア1画

EL)366

ﾘｰ頚

2022 年 07 月分

領収致しました。

年ク月乙『日

Z022年 7 月分｜籠収訂一



様式第1－1号 フー/(g

錘鐇号 ｜一言
p－、 Q
、 ､滝里.

使途項目 ．サーチキー ・
支出証拠

、~n一口一口
書

ｸR名・議員氏名ふじ0

|"副瞑書鮎

ヨ 〃〔1

舗歸

案分の理由 ．

攻務活動と後援会活重
一一"地

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。

経費項目 調査職費･研修費･広聴広報費･霊諏情雑鱸･会議費･資料I賊費･資料購入費･悪1項銅漬.人f巖

内 容 /'｡ﾝコレーィ参室詮
、

年月 日 令和タ年？月2F日へ令和 年 月 日 金額 ／<"0円

目的 WiF引可二毛討争えづてく臭/S､可彦延

使途 ｨ疹室里f夫』

政務活動・

県政との

関連性

修疋｣重(ニノ皇言ァL ､垂昌垂迄二'7±夕､些

j,ODO 円

//2

％ Aj皇〃0円



様式第1－1号

二画．

支出証拠 書

． （全派父．壽昌座々 P ，．,ｱ､ノ，._1Fｺ【ｰ。 ． ｰ- ． ．

嘆分の理由
全て政務活動にかかる

．ものである。 二三憲一2,035円
2,035円

0

整理番号

経費項目
調査職費･研修費･広聴広報費･調熊等活蛎･会議費･資料侑婚･資糊融費.屋雪.誘弼漬.人件費

内 容 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料（ 7月請求分）

年月 日 令和(+年つ月奉日~令和 年 月 ・日 金 額 2,035円

目的 政務活動上の情報収集に使用する。

使途

関連性

~ Ⅱ〆､ｰ目〃､HDJ hT＝

罰
国
-<,161
一
到
矧

１
１
１

７
７
７

０
０
０

－
一
一

４
４
４

１
：

4-07-141
4-07-281

4-08-03i

0

|(日専連静岡） |冒払 2,03副



’
Webしずおかお支払明細書
いつもご利用いただき賊にありがとうございます。今回の「お支払明細書」をお送り
いたします。お手もとの、お客様控等とご照合くだきい。なお、合計額を下記の通り
白翫塩替させていただきますのでよろしくお願い申しあげます。

､弓寺私し､口雌への皀人笠

日専連静岡
〒420目0031 静岡市葵区呉服町2-7-26
TELO54-252-7188FAXO54-252-7210

【お問合せ時間】 10:00～17:00

Ⅳ肩可賑麗…1！割国駈ご啄削百筒苞■

Webしずおか函0120-224-260
〒420-0034静岡県静岡市葵区常磐町2丁目6番地の8TOKAIビル
【お問合せ時間】 10:00～18:00(平日のみ､土･日･湿日休み）

1

I

↓

I

お問合せ番号 ■■■■■ ■■■■

お支払い日 フ、フフ年 7月 28日

今月のお支払い金額 2, 13 ） 円



様式第1－1号

~ﾗｰｰ奉可

使途項目 、 サーチキー

ン ／~、m-[5TU~n =． 支出証拠｢ﾗT7-｢Z1-LP lo l ］ ＝－－－．今
書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー中澤通訓）

…･研修費･広聴広報費･鶏謝誇別費･簔鍛･資料肺蹟･資糊f入費.事務費.謡弼漬.人#費経費項目

内 容 県庁にて調査

令和単年7月鉤~令荊＃隼7Hzf日 6o3o 円年月 日 金額

｜ｌ
ｌ
Ｌ

※按分による支出がある場合は、領収書等の金額、按分率及ひ政務活動費の支出額をそれぞ：1該当桐に

記入すること。

轄理番号

目的

骸当項目に丸帥

使途

骸当項目に試明り

唾
一

局事業ヒアリン少地元要望活動僅派内調整打合せ)･“活動資料の整理）

⑬･宿泊費･駐車料

政務活動．

県政との

関連性

絃当項目に丸日》

・ 地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを癖する。

O確認した事業の内容や進捗状況を元に､議会･委員会等の質問に反映する。
・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

①会派内で県施策等に関する検討を行い､意見の調整･集約を行う。

く領収書貼付枠＞

、

別紙のとおり

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

3.〃､jO円

系万竿(bノ

／

100％

政務活動費支出貧貝(a八pノ

ろ､〃j〃 円



月 日 内 容 金額（円）

ｸ月j韮） Z-m雲〃膏多く肩皇軍琴宿寄毫七昼灌雲一
）

〃 寅判罐露呈 ■I■ g6｡

9 還旦署申竺舌： 66D

割 資辛 }達亙望 ‘go

聖Z
一
一
超竜イェ(歪ｲ廷ヌ 全うぐ卜 りろ夕

ユ旨 這卦謹五里 汐〆、

18 役員今ミ β台っ

29 俺等 つりナ電霊 βろ。

ユア 号2為/釜壜ノ 86。

合 計 ‘cSO



個別履歴照会
作成日時: 2022/08/0209146

口■■■■■
LuLuCa(PASAR+POINT)

2014/03/03

最終残高性別男性

生年月日1944/09/23 年齢 77才

砲龍番号 （自宅） 054-352-5641

（携帯）

ナカザワ ﾐﾁノリ

中澤 通Mn

〒424-O828

静岡県静岡市清水区千歳町

7－18

一般パス･鉄道共通

大人

￥500

フリガナ

氏名

郵便番号

住所

種
性
卜

券
属
動

Ｆ
Ｆ
ポ

Ｓ
Ｓ
デ

刻印番号

媒体ﾀｲブ

発行日

有効期限

ネ加司服 (停止）(申飼）

適用期間

停留所（発）

停留所（発）

発行日定期属性定期券極
割引

割引

経由

経由

ｑ
Ｏ
〃
Ｌ
Ｉ
グ

酒
麺

ｇ
ｆ
Ｌ
Ｊ
１
、

割引

割引

経由

経由

ｊ
ｊ

君
君

ノ
ー
Ｆ
１

停留所（発）

停留所（発）

Ｄ
Ｃ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
ｃ
ｃ

〒βｦﾑl 坐U色勾UダダLgu｡■ジニ I 目潭』唾弔…l gUイ四m 守凹I 守巴j可Lvl ﾛダ､－4弓

－

芽 : 六1糸明細LUh

／4827

テ乳､ '書 処堅固時み’■ ｢P韻 乱季、 F

ﾌ､”/07/2914 42

典 "竿, :鰐i"､確訪F際濠 f､’

自動改札提

討鷺 ‘ 踵…望見､辛き＃

SF利用

’－

嫁:､;金頚簿＃

￥330

－

且丙司上
野〆侭1串 頚味

1,2‘

財I 禾眠 節 暑熱支払方法群暑熱支払方法群 ﾗ:識'酵Ⅲ'4,f:蕊､司蓮傘 3 .｡ い 畢靭欺辰 ,､減当

鼎3用→スミTm

燭汚占2 駁竜.誇謨令・W､鐸'讃辨懇 厚¥蝿 尽弘,年

一

蔦fT〕 今' ‘ ‘ ､1熟､零k頭斑 ￥ 島号躯L2 ．－ f ~『『澄甦良 ，¥‐ ． r:.型， 、 ;像､P 峨肖 .霧,尹・．,1 ．画夢 軍手< ･'ｰ 空 戸 ．

／ 4826

1 4825

2oz2/07/2914

2ozZ/07/2909

18

23

白nh曲札機

白､h攻ｵl綴

SF利用

SF利用

￥0

￥330

1,570［
［［［［1，570

［［［

一
ら
必

一
ら
必

一
ら
必

岡→

岡→流1岡

、 4824

、4823

ﾌ､ﾌﾌﾉ07/2908 56

2022/07/2908:54r

自動改札磯

券売棚

SF利用

チャージ

￥0

¥1f000

1J900

1,900

唖
一
一

》
｜
唖

唖
一
一

》
｜
唖

唖
一
一

岡

｜
唖

閲
夕、五一Ⅱ
■

→

》

1号機 ．

■■
一 ■■■■■■■■■■■一 ■■■■■■h

I
I■■■ ■■■■■■■■ ■■■■■■■■

■■
■■■■■■■■■■■■■■

■
■■■■■■■■■■ l■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■
■■■■ I■■■■■■■■■■

■
ﾛ■■■■■■■■■

■■
■■■■■■■■■■■■ ﾛ■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■ ■■■■■■ ■■■■■ ■■■■ ■■■■■■■■■

！
ﾛ■■■■■■■■■

画 ﾛ■■■■■
妬】】

■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■

ﾛ■■
6，6060

l■■■■ ■■■■■■■■■

i
I■■■■■

/48' ヨヨヨ

1 481
■

777

ﾌ､ﾌﾌﾉ07/2715:13】

2O2Z/07/2714:46]]] 白ﾛh諭札機

SF利用

SF利用

¥330

￥0

¥l,56060

¥1,8卯
壼
卯
壼
卯
壼

09090
I
i
I
i
I
I

新靜岡→入江岡

新静岡→

1481 ５５

148155
202〃07/2714:46 I

I
I
I
I
Iﾌ､”/07/2711:20

券売磯

白励諭ｷl鍵

諸ｱージ

SF利用

¥1"000

¥3ヨ0

¥1,899

¥81999 000 I
I
I
I
I
新柳岡

入江岡→新踊岡

1号槌

V81 4 2022/07/2710:54 白､ﾅ'酌ｷL機 SF利用 ￥0 ¥1,220 入江岡→

／･4813

1 4812

2022/07/2617:42

2022/07/2617:14

自動改ｵL提

自動改*し磯

SF利用

SF利用

¥330

￥0

¥1,220

￥1，550

新H1岡→入江岡

新静岡→

1 4811 ﾌ､ﾌﾌ/07/2609:31凸一一吋vFJ－￥￥ず■ｰと 白酬諏札機胃雪ﾖｰ 4凹田 SF利用 ¥330 ¥1，550一fｰｰ＝ 入江岡→斬静岡

k4810 二U色々U〃坐DU。6UJ 自動改札機 SF利用 ￥0 ￥1,880
！ ！

麺
一
》

麺
一
》

入江岡

喜佇憂劃屍

入江岡

喜佇憂劃屍静岡

→→

1→孔汀閲1→孔汀閲→入江岡 信二－司 司／4809寺QU。

1 4808

ﾌ､ﾌﾌ/07/2515:40
－

ﾌ､ﾌﾌﾉ07/2515:12

白動諭ｨL標
一甸椙士寺?“『竹

自励改札機

SF利用

行E=11画

SF利用

¥330

Vn

￥0

¥1,880
－ー

¥2,210
舜弟凧舜弟閲 一
手jO『訂矛I恥 "

－－

4807

4806

司凡弔弓Jnマノ司匿勺苣■品1

フ､ﾌﾌﾉ07 2511:43

吟＝恥

自動改*l総

〒巴J一番Z

SF利用

Mqnnn

¥330

uうう1，

￥1,210

8缶雨

入江岡→新静岡

1号機

14805

/4804

ﾌ､ﾌﾌﾉ07

2022/07

Z511E21

2215:38

自助改札磯

自動改ﾈ【機

SF利用

SF利用

￥0

¥330

¥1,540

1,540

入江岡→

新R3同→入江岡

l 4803

1 4802

202〃0フ

ﾌ､ﾌﾌﾉ0フ

2215:09

2215:08

円型ITX釘唾

券売棚

SF利用

チャージ ￥1,［

0

０

1,870

1,870

新静岡→

流#岡 1号機

I4801 2022/Oフ 2211928 白､h諭札機 SF利用 y弓
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ノヰダコヨ

フ､”/07/2210:58

2022/07/2116818

白勵諭ｫ1機

白､力諭札機

SF利用
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獅
一
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司

＝■&…41 劉帷
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¥0
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¥2,090
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入江岡→新静岡
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様式第1－4号

二

支出証拠書（自動車燃料代）
Z．＝ニヱム

ロ■■■■■■■

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分卑吸ひ政務活動費の支出額をそれぞｵ1該当欄に記入す
ること。

曇 番号

区分 前回給油願収書貼付分)A 今回(画丘｡給油B 総走行踞誰C=B-A
年月日 年 月 日 年・ 月 日

走行足蹴
km

･ krn
km

－，戸、戸タご釦ジ凹一…

経費項目
一

事務費

※単価による充当方式 ：単価（円） ×君ﾃ距離(km)
※領収書による充当方式
･積上け§誌 ：

.充当限度割合による按分2
領収書金額（円) ･×君了睡t(IKm)/総走行促醗(上記c)
楯ⅡY妻今舘r国1 ×本当R月度圭II"△、

(m)

君ﾃ唾t(knj 積算方法※ 充当額（円）

'"/ ／も円×ノクノ km/ km ' /こd/g

く支払証明＞上記のとおり支払った（充当した）ことを証明しま魂 議員氏名中澤通司■
＜領収書鮎{寸枠＞ ・

g ■ 〆

累分の理由
全て政務活動にかかる

ものである。

領収筆卸
'、

旧ノ

/2，6/J 円

系万苧(bノ

／

／ひク％ /2j/f円



月 日 内 容 行程 着TMEMmO
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様式第1－1号

工正

支出証拠書

､、E只牝又言只白･I,｣情二,〃

ｚ
の
二
‐
八
八
ｍ
い
、

’
守､一一口侭

匿錘

Ⅱ ペ互い
寓
雨

伸
一
竺
些
吻
一
侭

藍~岳埜
些
舞
録

伽
里
謡
箒
偶
・
蘂
窯

（
中
正
、
母
酬
公
）

く
。

鍋
幕:

娼
叶
判
皿

’
｜
禁
鍾
牽
描
く

婁
墨
窒
避
型

鞘 鐘

賑無龍

涯l
Pへ

騨
築
制
志
洲I|* （

専
侭
絲
締
）

』

や程侭'4コ

篭騨
如
挙偶

1?〃円＝舐"時間× FZZ/z7

記入すること。

整理番号

経費項目 調査研究費･研修費･広聰広報費･野瀬誇翻費･会議費･資料侑婚･資料購入費･事務費･藷銅漬･灰碩

内 容 職員給与（ 7月分）

年月日 令和燐7月／日~令和Y年7月3/日
I

金 額 .午z了/ノ円

目的 政務活動を補助する職員を雇用

使途

政務活動．

県政との

関連性

粟分の理由
政務活動と後援会活動

で累分

狽収害塞貝(aノ

君_EgZz円

渠分率(b)

1／2

％

政務活動費支出"(a×b)

f2rj'//円



様式第1一ユ号
一 『

整理番号 ｜’ ？／一

支出証拠 書

‘
【

しました。

｣

’

… 言曜E=Zj
F 1 I 1 1 『

I

記入すること。

経費項目 調劃暁費･研修費･広聴広幸賭･雰識|誇翻費･会議費･資料ｲ鰔費･資糊鴬入費･事務費･属雨胃･人ｲ桧

内 容 光熱水費 錘） 水道代. ． ）

年月 日 令和浄7月27
' ｡

日～令和 年 月 日 金 額 /2k~03円

目的 政務活動事務所で使用する光熱水費

使途

関連性
鰯§i蕊溌溌驚議|錘競議謹塞韮尋雲霧約1都一

お客六主番一目． 日程’

おなまえ

更約

容量

種別

ご使用量kWh/m3
領収金額

円

消費税等相当額(再掲）
円

釜精
額
再
掲
）

円
円

等
識 燃料費調整額円1陵 記事
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禾万の澤田

政務活動と後援会活動

で紫分

領収書金額(a)

曇や/も”
案分耳" (b)
1／2

％

政務活動費支I昌額(a×b)

/z_&-z)3 円


